
 

 

２０１８年１２月１８日 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

 

 

五泉市との『地方創生に関する包括連携協定』の締結について 

 

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社（社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）は、 

新潟県五泉市が目指す『住んでよかった 住みたいまち五泉』の実現に貢献するため、五泉市（市長：

伊藤 勝美）と『地方創生に関する包括連携協定』を１２月１８日に締結したことをお知らせします。 

 

 

１．背景・経緯 

・五泉市は、第２次五泉市総合計画を策定し、将来像を「ずっと五泉。～次の一歩を、ともに未来 

 へ～」とし、市民が夢と希望を持ち、豊かさを感じながら、ずっと五泉で暮らすことができるよ 

 うに、との思いを込めて未来を見据えたまちづくりを進めています。 

・損保ジャパン日本興亜は、災害時におけるドローンを活用した被害情報の収集や平常時における

防災力向上の取組みなどを行っています。 

・損保ジャパン日本興亜は、新潟県におけるトップシェアの損害保険会社として、地域の産業の 

 安定的な繁栄を支援するノウハウを活かし、市民サービスの向上と地域の活性化に貢献するため、 

五泉市に地方創生に関する包括的な連携について提案し、このたびの協定に至りました。 

 

 

２．協定の目的 

五泉市と損保ジャパン日本興亜は、緊密な相互連携と協力により、地域の活性化や市民サービスの

向上を図ることを目的とします。 

 

 

３．協定の主な内容 

以下の７項目において業務連携を行います。 

（１） 地域の安心・安全に関すること 

（２） 交通安全対策の推進に関すること 

（３） 高齢者福祉の増進に関すること 

（４） スポーツ・医療・健康増進に関すること 

（５） 観光振興に関すること 

（６） シティプロモーションに関すること 

（７） その他、地域活性化の取組に関すること 

 

 

４．今後について 

損保ジャパン日本興亜は、今後も地方自治体と連携し、各地域がそれぞれの特徴を活かした自律的

かつ持続的な社会を創生することに貢献していきます。 

 

以上 

 


